








要約:妊娠・分娩の経験の有無が中高年女性の好発疾患の 1 つである腰痛とどのような相

互関連を有するかを検討することを目的に本調査を行った。

  更年期外来を受診した 100 例の中高年女性患者(平均年齢: 53.9±8.3 歳)に対し、(1)

妊娠・分娩歴(2)妊娠・分娩時ないし現在の腰痛歴(3)主にペインクリニック等で痛みの客

観的評価法として用いられている visual analogue scale (VAS)による腰痛の自己評価つ

いてアンケート調査を実施した。その結果、

(1)対象者 100 例中 73 例に現在腰痛が認められ、その初発年代としては、40～50 歳代が

最も多かった。

(2)現在腰痛を認める者の約 60%に、程度の差はあれ、妊娠・分娩時に腰痛を認めていた。

(3)VAS 値が、2未満の群(軽度群)では、それ以上の値を示す中等度群ないし高度群に比し、

妊娠歴ないし分娩歴のない症例が多く認められた。

(4)VAS 値が 5 以上の高度群(n=20)では、明らかに妊娠・分娩を契機に腰痛が発症した症

例が多く認められた。

以上から、中高年期の日常生活に支障のある高度の腰痛では、妊娠・分娩時の腰痛がその

発症に関与している可能性が示唆された。


